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対象期間：令和 3 年 8 月　～　令和 4 年 7 月

発行日：令和 4 年 9 月 20 日

有限会社 杣友建設



基 本 理 念

方 針

①二酸化炭素の排出量(電力使用量並びに燃料使用量)の削減

②水資源使用量の削減

③グリーン購入の推進

④廃棄物の削減及びリサイクルの推進

⑤事務用紙使用量の削減

⑥環境に配慮した製品、サービスの提供並びに施工

⑦若手人材の確保

制　定　日　　平成 21 年  9 月  1 日　　

改　定　日　　平成 22 年  6 月 15 日　　　

改　定　日　　平成 23 年  9 月  1 日　　

改　定　日　　令和  1 年  9  月  1 日　　

改　定　日　　令和  2 年  9  月  1 日　　

改　定　日　　令和  3 年  9  月  1 日　　

有限会社　杣友建設

環 境 経 営 方 針

 （有）杣友建設は、環境保全を推進し、環境負荷を考慮した環境に優しい会社を目指します。

６.上記の方針達成のため、全組織、全活動を対象とした目標を設定し、定期的に見直し環境経営システムを推
進します。

会 社 名

代表取締役

　当社は事業活動が与える環境負荷を低減するために、次の方針に基づき、環境経営活動を推進します。

１．当社の事業活動に関わる環境影響を考慮し、自主的・積極的に環境への取組と環境負荷の削減を図ります。

４．当社の事業活動に関わる環境影響のうち、以下の項目を環境管理重点テーマとして取り組みます。

２．当社の事業活動に関わる環境関連の法令、徳島県条例、その他を遵守します。

３．無駄を省き低燃費化を推進しコスト削減を図ります。

５．一人ひとりが環境負荷低減活動を実践できるように、この環境経営方針を全従業員に周知し、環境経営活
動レポート等を作成し情報公開します。



□認証・登録範囲：全組織、全活動を対象とする

□環境目標とその実績

(電力のCO2換算係数：0.433kg-CO2/KWH）

(電力のCO2換算係数：0.433kg-CO2/KWH）

(電力のCO2換算係数：0.574kg-CO2/KWH）

環 境 経 営 目 標

　※目標値は、平成20年度の実績を基準値を基に年1％の削減を目指していましたが、工事内容の変更に伴い電力、排水を平成28年度の
実績に改定。改定値より求めた二酸化炭素排出量から毎年1％の削減とします。
　※令和3年基準値を改定：二酸化炭素排出量、電力使用量、燃料は平成28年度改訂の基準値を継続するが、一般廃棄物及び排水につい
ては限界値を超えており年々削減する事は困難と判断。よって規定値を変更、固定しその数値を努力目標値と設定して活動していく事に決
定。

総 合

項 目
平成28年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

改定基準値 目 標 目 標 目　　標 目 標 目 標 目 標

160,257 158,654

電力使用量（MJ／年） 166,972 162,013 160,393 158,789 157,201 155,629 154,073

二酸化炭素排出量(kg-CO)2 171,937 166,830 165,162 163,510 161,875

2,204,765 2,182,718

一般廃棄物（トン／年） 0.33 0.32 0.32 0.31 0.31 0.31 0.31

燃料（MJ／年） 2,365,462 2,295,206 2,272,254 2,249,531 2,227,036

0.10 0.10

排水(m3／年) 88.0 85.4 84.5 100.0 100.0 100.0 100.0

事務用紙（コピー紙）（トン／年） 0.11 0.11 0.11 0.10 0.10

6 6

産業廃棄物再資源化率（％） 100 100 100 100 100 100 0

グリーン購入（品目数） 6 6 6 6 6

事 務 所

項 目
平成28年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

環境に配慮した取り組み（％） 100 100 100 100 100

令和6年度

改定基準値 目標 目標 目　　標 目標 目標 目標

100 0

11,404 11,290

電力使用量（MJ／年） 110,125 106,855 105,786 104,728 103,681 102,644 101,618

二酸化炭素排出量(kg-CO)2 12,236 11,872 11,753 11,636 11,520

108,792 107,705

一般廃棄物（トン／年） 0.15 0.14 0.14 0.14 0.14 0.14 0.14

燃料（MJ／年） 116,722 113,255 112,123 111,001 109,891

0.06 0.06

排水(m3／年) 25.0 24.3 24.0 36.0 36.0 36.0 36.0

事務用紙（コピー紙）（トン／年） 0.06 0.06 0.06 0.06 0.06

現 場

項 目
平成28年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度

3 3

環境に配慮した取り組み（％） 100 100 100 100 100 100 100

グリーン購入（品目数） 3 3 3 3 3

令和4年度 令和5年度 令和6年度

改定基準値 目 標 目 標 目　　標 目 標 目 標 目 標

148,852 147,364

電力使用量（MJ／年） 56,847 55,158 54,607 54,061 53,520 52,985 52,455

二酸化炭素排出量(kg-CO)2 159,702 154,958 153,409 151,875 150,356

2,095,973 2,075,013

一般廃棄物（トン／年） 0.18 0.18 0.18 0.17 0.17 0.17 0.17

燃料（MJ／年） 2,248,740 2,181,951 2,160,131 2,138,530 2,117,144

0.04 0.04

排水(m3／年) 63.0 61.1 60.5 64.0 64.0 64.0 64.0

事務用紙（コピー紙）（トン／年） 0.05 0.04 0.04 0.04 0.04

3 3

環境に配慮した取り組み（％） 100 100 100 100 100 100 100

グリーン購入（品目数） 3 3 3 3 3

100 100産業廃棄物再資源化率（％） 100 100 100 100 100



□環境目標とその実績(R3年8月～R4年7月)

□評価

総合について

総 合 (電力のCO2換算係数：0.433kg-CO2/KWH）

項 目 目標 実　績 達成率

燃料（MJ／年） 2,249,531 2,203,392 102%

一般廃棄物（トン／年） 0.31 0.29 109%

二酸化炭素排出量(kg-CO)2 163,510 159,732 102%

電力使用量（MJ／年） 158,789 50,271 316%

グリーン購入（品目数） 6 6 100%

産業廃棄物再資源化率（％） 100 100 100%

事務用紙（コピー紙）（トン／年） 0.10 0.02 525%

排水(m3／年) 100.0 68 147%

項 目 目標 実　績 達成率

二酸化炭素排出量(kg-CO)2 11,636 8,637 135%

環境に配慮した取り組み（％） 100 100 100%

事 務 所 (電力のCO2換算係数：0.433kg-CO2/KWH）

一般廃棄物（トン／年） 0.17 0.17 103%

事務用紙（コピー紙）（トン／年） 0.06 0.02 306%

電力使用量（MJ／年） 104,728 50,074 209%

燃料（MJ／年） 111,001 95,842 116%

環境に配慮した取り組み（％） 100 100 100%

現 場 (電力のCO2換算係数：0.433kg-CO2/KWH）

排水(m3／年) 36.0 31.0 116%

グリーン購入（品目数） 3 3 100%

電力使用量（MJ／年） 54,061 98 54,996%

燃料（MJ／年） 2,138,530 2,203,293 97%

項 目 目標 実　績 達成率

二酸化炭素排出量(kg-CO)2 151,875 151,095 101%

100%

一般廃棄物（トン／年） 0.17 0.00 100%

事務用紙（コピー紙）（トン／年） 0.04 0.00 100%

全ての項目で目標を達成。

達成率：二酸化炭素排出量：102％、電力使用量：316％、燃料：102％、排水：147％と全ての項目で目標を達成できた。

「評価」
　コロナ禍による業務減少の影響により削減できた部分もあるので、従来通りの業務に戻っても減らしていけるように引続
き努力していく必要がある。

産業廃棄物再資源化率（％） 100 100 100%

環境に配慮した取り組み（％） 100 100 100%

排水(m3／年) 64.0 37.0 173%

グリーン購入（品目数） 3 3



事務所について

現場について

全ての項目で目標を達成。

達成率：二酸化炭素排出量：101％、電力使用量：209％、燃料：97％、一般廃棄物量103％、事務用紙306％、排水量
116％、グリーン購入100％となりました。

「評価」
照明をLEDに交換、こまめな節電努力もあり電力使用量が大幅に改善された。

燃料について達成できませんでした。

達成率：二酸化炭素排出量123％、電力使用量54996％、燃料92％、一般廃棄物量100％、事務用紙100％、排水量
173％、グリーン購入100％、産業廃棄物再資源化率（％）100％、環境に配慮した取り組み（％）100％となりました。

「評価」
コロナ禍に於ける業務内容等の変更もあり、現場事務所等での電力使用量は大幅に減少したが、船舶の運航、船舶作業
の増加に伴い燃料である軽油の使用量が増えた。　電気料金、化石燃料の価格高騰に対応する為にも引続き省エネを心
掛け削減に取り組む必要がある。



・環境経営に関する統括責任

・環境経営システムの実施及び管理に必要な、人、設備、費用、時間能技術者を用意

・環境管理責任者を任命

・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知

・環境経営目標の設定を承認

・代表者による全体の評価と見直しを実施

・環境経営システムを構築し、実施し、管理

・法規制等の要求事項登録簿を承認、遵守チェック

・環境経営活動実施計画書を承認

・環境経営活動の取組結果を代表者へ報告

・環境管理責任者、ＥＡ２１推進会議の事務局

・環境への負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施

・「環境関連法規等チェックリスト」の作成、遵守チェック

・環境経営目標・環境経営活動実施計画書原案の作成

・環境経営活動実施計画の実績集計

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・環境経営目標達成度

・取組の実施確認

・今後の改善事項について

・自部門における環境経営システムの実施

・自部門における環境経営方針の周知

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施

・自部門に関連する環境経営目標及び環境経営活動計画の実施及び達成状況の報告

・特定された項目の手順書作成及び運用管理

・自部門の特定された緊急事態への対応のための手順書作成、テスト・訓練・記録

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置

・環境経営方針を理解と環境への取組の重要性を自覚

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境経営活動へ参加
全従業員

役 割 ・ 責 任 ・ 権 限

社長

環境管理責任者

環境事務局

ＥＡ２１推進会議

部門長

施工部（現場）
福田耕治

総務部
杣友美佐子

有限会社杣友建設　環境経営システム組織図及び役割・責任・権限表

代表者（社長）
杣友　静雄

環境管理責任者
松田　譲

環境事務局長
杣友　美佐子

ＥＡ２１推進会議



□主要な環境活動計画の内容　取組み結果の評価（令和3年8月1日～令和4年7月31日）

取 り 組 み 計 画 評 価（結果と次年度取組み）

①温暖効果ガス発生量の削減（総エネルギー投入量の削減）

・電気の節約

こまめに電源を切る

・燃料の削減

アイドリングストップ

タイヤの空気圧点検

②水の節約

・節水

流し放しで洗わない

節水ラベルを貼る

③紙の削減

・コピー用紙削減

コピーミス印刷ミスはメモ用紙として使用

裏面コピーで再利用する

両面コピーを標準仕様に設定

・封筒削減

封筒の再利用（使い回し）

④グリーン購入

・環境に配慮した製品を購入

　　エコマーク表示の製品の購入コピー用紙、ファイル

④廃棄物排出量の削減・産業廃棄物再資源化率（％）

・排出量の削減

・再資源化率の向上

分別しリサイクルに心掛ける

⑥環境に配慮した施工

・低騒音、低振動、排出ガス対策型機械

・生態系保全

・コストを抑え環境に優しい企業活動を、継続的に取り組む

総括

・コロナによる影響もあり、現場事務所等の活動減少に伴う電力等の使用量は減少し、逆に船舶業務の増加に伴う燃料
使用量が増えた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・電
力、燃料のみならず、全ての物価が高騰して行く中、効率化を図り社会情勢の影響を最小限に食い止める努力は必要不
可欠。

・尚一層の心構えで活動を継続していく必要がある。

・事務所に於いて照明機器をLEDに交換、複
合機も人体センサーによる電源切り替えに変
更する事で削減。　現場に於いては、コロナの
影響もあり事務所の使用頻度減少による大幅
減。

・船舶関連業務の増加に伴う軽油使用量が増
加が見られたが、車両のガソリン消費を抑え
る事で削減達成。

目 標
実 績
達 成 率

(％)
100
100
100％

・継続して環境に配慮した施工に取り組みま
す。
・低騒音、低振動、排出ガス対策型機械の推
進。

次年度の取り組み

・船舶や機器の使用前点検や施設の維持メンテにも留意し、故障等の無駄な消費やコスト低減を図る。

・船舶及び車両運航表を活用し燃費の見える化を行いエコ意識の向上を図ります。

購 入
目 標
実 績
達 成 率

（品目数）
6
6

100％

・エコマーク表示製品の購入は達成。
・継続して同商品の購入に努めます。

再資源化率

目 標

実 績

達 成 率

（％）

100

100

100％

・目標達成しました。
・引続き活動を継続していく。

排 水 量

目 標

実 績

達 成 率

(m3)

100.0

68

147％

・トイレやお茶、潜水機器等の洗浄等、必要不
可欠な使用でも達成不可能であった目標値を
改訂し100で固定。　　　　　　　　　　　　　　・目
標設定値が変更されても節水に心掛け活動
を継続していく。

使 用 量

目 標

実 績

達 成 率

(t)

0.10

0.02

525％

・目標達成。

・不要な印刷をしない。PC設定の確認

達 成 状 況

電力使用
目 標
実 績
達 成 率

（MJ）
158,789
50,271
316％

燃料使用
目 標
実 績
達 成 率

（MJ）
2,249,531
2,203,392
102％



□環境関連法規制等の順守状況

　法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りである。

適用される法規制        主な規制内容 遵守チェック

廃棄物処理法

（産業廃棄物）・委託契約の締結、許可証
の確認・産業廃棄物運搬車両表示と運搬内
容記載書面の携帯義務・マニフェストの交
付と５年間の保存義務・Ｂ2、Ｄ票交付か
ら90日以内（特別管理産業廃棄物は60日
以内）Ｅ票180日以内に送付されない場合
は30日以内に都道府県知事に報告 等
（一般廃棄物）・野外焼却の禁止等

レ

建設リサイクル法
・対象工事：解体工事８０㎡以上、建築物
の新築・増築工事 ５００㎡以上等

レ

騒音規制法

・都道府県県知事が地域指定場所において
の解体作業
①くい打ちくい抜き機作業（圧入機は除
く）②さく岩機 ③空気圧縮機
定格出力15ｋｗ以上 ④バックホー
定格出力80ｋｗ以上  等

レ

振動規制法

・都道府県県知事が地域指定場所において
の解体作業 ①くい打ちくい抜き機作業
（圧入機は除く）②鋼球を使用しての破壊
作業 等

レ

グリーン購入法

・国等による環境物品等の調達の推進等に
関する法律（平成１２年法律第１００
号。）第７条の規定に基づき、毎年度、基
本方針に即して、物品等の調達に関し、当
該年度の予算及び事務又は事業の予定等を
勘案して、環境物品等の調達の推進を図る
ための方針（以下「調達方針」という。）
を作成・公表し、当該調達方針に基づき、
当該年度における物品等の調達を行う。具
体的基本的考え方に則り、調達を行うとと
もに、調達された物品等の使用を進める。

レ



海洋汚染防止法
海洋の汚染及び海上災害の防止措置
船舶の海洋汚染防止設備等

レ

浄化槽法
・浄化槽の処理後でなければ公共用水域に
排水禁止

レ

地球温暖化対策推進法

・事業活動及び日常生活に関し、温室効果
ｶﾞｽ（二酸化炭素、ﾒﾀﾝ等）の排出の抑制の
ための措置を講ずるように努める。また、
国及び地方公共団体が実施する温室効果ｶﾞ
ｽの排出抑制等の為の施策に協力する。

レ

徳島県生活環境保全条例

・生活環境の保全に関する規制等・大気汚
染、騒音、水質汚濁、土壌地下水汚染、土
砂等の埋立て等に関する環境保全
・生活環境への負荷の低減、環境配慮の推
進(第九十五条―第九十七条)
・環境美化等、環境美化の促進(第百二十
一条―第百二十六条)

レ

阿南市環境基本条例 レ

フロン排出抑制法 レ

□代表者による全体の評価、見直しの結果

【代表者のコメント】

・環境経営活動の取組み結果として目標を達成し十分な活動内容となった。

・昨年度はコロナ禍の影響を受け、現場事務所での活動自粛・制限もあり電気使用量の大幅削減
ができたが、本年度は、自粛・制限が解除及び仕事量が増加しても、如何にして目標を達成する
かがポイントとなる。

・また物価の高騰や資材の品不足等厳しい社会情勢も追い打ちをかける事になったが、社員一同
力を合わせ、感染症対策と並行して環境負荷低減に努力を続けていきたい。

環境関連法規制等の順守状況の定期評価の結果、環境法規制等の逸脱はありませんでした。
また、過去３年間にわたって違反や訴訟もありませんでした。


